
理
学
部
の
第
一
期
生
が
誕
生
し
た

の
は
昭
和
二
八
年
で
す
。
そ
の
後
同

窓
会
が
活
動
し
始
め
、
同
窓
会
誌
の

第
一
号
は
昭
和
三
八
年
に
発
行
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、
ご
寄
付
い
た

だ
い
た
方
へ
の
お
礼
と
し
て
差
し
上

げ
る
形
で
、
ほ
ぼ
５
年
に
一
度
発
行

を
続
け
、
直
近
で
は
平
成
二
一
年
に

第
一
〇
号
を
発
行
し
ま
し
た
。

今
年
に
入
っ
て
第
十
一
号
の
準
備

に
入
り
ま
し
た
が
、
多
額
の
資
金
が

必
要
で
寄
付
で
は
賄
い
き
れ
な
い
、

五
年
毎
で
は
発
信
情
報
が
遅
過
ぎ
、

ま
た
伝
達
範
囲
が
限
ら
れ
る
、
そ
の

割
に
労
力
が
多
大
、
な
ど
か
ら
、
今

回
の
「
想
」
方
式
に
到
達
い
た
し
ま

し
た
。
今
後
半
年
毎
の
桜
友
会
報
に

同
梱
し
て
、
同
窓
会
の
活
動
や
理
学

部
の
情
報
な
ど
を
ご
報
告
し
て
ま
い

り
ま
す
。
担
当
委
員
一
同
張
り
き
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

セ
ピ
ア
色
に
染
ま
っ
た
五
〇
年
前

の
同
窓
会
誌
第
一
号
を
開
き
ま
す
と
、

当
時
の
近
藤
正
夫
物
理
学
科
主
任
の

「
嫁
と
実
家
」
が
目
を
引
き
ま
す
。

『
い
く
つ
に
な
っ
て
も
、
秦
野
へ

行
く
の
は
う
れ
し
い
よ
』
で
始
ま
る

文
章
。
こ
れ
は
お
亡
く
な
り
に
な
る

直
前
の
お
母
様
の
言
葉
で
、
秦
野
は

ご
生
家
。
以
下
、
次
の
よ
う
な
趣
旨

で
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
お
嫁
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
責
任

の
な
い
立
場
で
甘
え
ら
れ
る
場
所
は

実
家
以
外
に
は
な
い
。
も
し
理
学
部

を
嫁
を
送
り
だ
す
実
家
に
例
え
れ
ば
、

末
永
く
隆
盛
に
栄
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」

こ
こ
の
「
理
学
部
」
に
は
「
同
窓

会
」
も
含
む
と
拡
大
解
釈
し
ま
す
。

お
忙
し
い
時
代
は
仕
方
な
い
と
し

て
、
あ
る
程
度
の
お
歳
に
な
っ
た
時

に
、
『
そ
う
だ
、
同
窓
会
が
あ
る
じ
ゃ

な
い
か
！
』
と
気
づ
い
て
い
た
だ
き

た
い
。
そ
れ
ま
で
こ
の
「
想
」
が
身

近
に
あ
っ
て
、
お
役
に
立
て
れ
ば
嬉

し
い
と
思
い
、
心
を
こ
め
て
こ
こ
に

第
一
号
を
送
り
出
す
次
第
で
す
。

「
万
難
を
排
し
、
帰
国
せ
よ
」
と

仰
々
し
い
手
紙
を
恩
師
桜
井
先
生

（
東
北
大
理
）
か
ら
受
け
取
っ
て
、

学
習
院
大
学
理
学
部
に
小
林
貞
之
介

先
生
の
後
任
と
し
て
勤
務
し
て
か
ら
、

35
年
に
な
る
。

助
手
と
し
て
の
教
育
経
験
が
な
か
っ

た
分
、
全
力
で
学
生
を
指
導
し
た
。

朝
遅
く
登
校
す
る
学
生
に
は
、
舎
宅

の
我
が
家
で
朝
食
を
と
ら
せ
て
、
早

く
実
験
す
る
よ
う
に
指
導
し
た
。

実
験
は
３
～
４
時
間
が
一
つ
の
サ

イ
ク
ル
で
、
朝
１
回
、
昼
２
回
、
夜

１
回
、
一
日
４
サ
イ
ク
ル
は
行
わ
ね

ば
な
ら
な
い
と
の
実
験
指
導
に
対
し
、

研
究
室
の
学
生
か
ら
「
先
生
、
こ
こ

は
国
立
大
学
で
は
な
く
、
学
習
院
大

学
で
す
」
と
抗
議
さ
れ
、
鍵
を
掛
け
、

実
験
室
に
入
れ
な
く
さ
れ
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
ま
た
、
父
母
の
方
か
ら
も
、

「
私
学
な
の
に
何
故
遅
く
ま
で
そ
ん

な
に
実
験
さ
せ
る
の
か
」
と
、
抗
議

の
電
話
を
多
く
い
た
だ
い
た
が
自
分

を
基
準
に
実
験
・
研
究
指
導
し
た
。

着
任
当
初
、
学
生
の
就
職
に
は
大

変
苦
労
し
た
。
当
時
は
大
変
な
就
職

難
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
研
究
室
に
は

実
績
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
学
生

の
希
望
は
非
常
に
高
か
っ
た
。
学
習

院
大
学
や
私
の
大
学
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
フ
ル
に
利
用
し
て
、
就
職
活
動

を
行
っ
た
。
学
習
院
大
学
の
先
輩
、

小
野
田
さ
ん
、
星
野
さ
ん
、
浅
野
さ

ん
な
ど
に
感
謝
し
き
れ
な
い
程
大
変

お
世
話
に
な
っ
た
。
事
務
の
貝
沼
さ

ん
に
背
中
を
押
さ
れ
、
経
済
学
部
の

先
生
か
ら
島
根
県
知
事
に
な
ら
れ
た

恒
松
氏
に
も
電
話
を
し
、
学
生
の
教

職
を
お
願
い
し
た
り
し
た
。

休
み
を
利
用
し
て
多
く
の
卒
業
生

が
研
究
室
を
訪
問
し
、
現
況
を
楽
し

そ
う
に
報
告
し
て
く
れ
る
。
名
刺
を

見
る
と
、
部
長
の
肩
書
が
付
き
始
め

た
。
理
学
部
の
就
職
説
明
会
に
多
く

の
研
究
室
の
卒
業
生
が
協
力
し
て
く

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

大
川
先
生
か
ら
、
「
持
田
さ
ん
、

学
習
院
大
学
理
学
部
は
、
私
学
の
中

で
大
学
の
先
生
に
な
っ
て
い
る
割
合

が
一
番
多
く
、
こ
の
こ
と
を
大
切
に

し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
こ
と

が
ず
っ
と
胸
に
残
る
、
博
士
課
程
を

終
え
た
７
名
の
学
生
が
大
学
に
残
り
、

う
ち
４
名
が
研
究
室
を
持
つ
ほ
ど
に

な
っ
た
。
後
５
年
、
し
っ
か
り
学
生

を
指
導
し
て
い
こ
う
と
思
う
。

村
松
研
究
室
で
は
、
様
々
な
微
量

元
素
や
同
位
体
の
分
析
法
の
開
発
お

よ
び
そ
の
環
境
・
地
球
化
学
分
野
へ

の
応
用
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い

ま
す
。
特
に
、
「
ヨ
ウ
素
」
に
魅
せ

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
房
総
半
島
の
地

下
か
ら
高
濃
度
の
ヨ
ウ
素
を
含
ん
だ

塩
水
が
産
出
し
、
そ
こ
か
ら
世
界
の

約
３
割
の
ヨ
ウ
素
が
生
産
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
世
界
の
約
５
割
は
チ

リ
の
ア
タ
カ
マ
砂
漠
に
産
す
る
チ
リ

硝
石
か
ら
採
掘
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
が

存
在
す
る
海
底
堆
積
物
中
に
も
高
濃

度
の
ヨ
ウ
素
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
ヨ
ウ
素
が

多
い
の
か
を
解
明
す
る
た
め
、
現
地

調
査
に
加
え
、
半
減
期
１
６
０
０
万

年
の
ヨ
ウ
素
１
２
９
と
い
う
放
射
性

同
位
体
や
微
量
元
素
を
分
析
し
て
い

ま
す
。

原
発
事
故
後
は
、
福
島
県
か
ら
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
要
請
を
受
け
、
「
放

射
能
か
ら
人
と
環
境
を
守
る
」
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

放
射
性
ヨ
ウ
素
や
セ
シ
ウ
ム
の
環
境

中
で
の
分
布
、
農
耕
地
や
森
林
で
の

移
行
の
解
明
を
、
研
究
室
の
学
生
と

と
も
に
行
っ
て
い
ま
す
。
村
松
康
行
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【
そ
の
一
】
理
学
部
化
学
班

昭
和
22
年
、
私
が
中
等
科
３
年
の

時
か
ら｢

理
学
部
化
学
班｣
に
入
れ
て

頂
き
ま
し
た
。
部
室
（
研
究
室
）
は

最
初
、
西
日
の
強
い
２
１
６
号
室
で
、

本
来
は
動
物
飼
育
室
故
、
入
部
し
た

時
は
鉛
張
り
の
魚
の
飼
育
槽
が
積
み

上
げ
て
あ
り
、
一
部
を
棚
や
机
代
わ

り
に
使
い
ま
し
た
。
一
年
後
、
小
使

室
だ
っ
た
１
０
４
号
室
に
移
り
西
日

の
難
か
ら
は
逃
れ
ま
し
た
が
何
も
無

い
部
屋
で
設
営
に
苦
労
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
ガ
ス
、
水
道
、
電
気
が
自

由
に
使
え
た
点
、
助
か
っ
た
記
憶
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
頃
の
研
究
内
容
は
、

｢

學
習
院
理
学
部
雑
誌
」
復
刊
第
一

号
（
昭
和
23
年
）
や｢

輔
仁
会
雑
誌
」

第
１
７
０
号
（
昭
和
23
年
）
第
１
７

１
号
（
昭
和
24
年
）
に
詳
し
く
載
っ

て
居
ま
す
が
、
故
三
浦
謹
一
郎
氏
に

よ
る
報
文
や

報
告
に
依
る

と
、
一
次
化

学
反
応
の
反

応
速
度
測
定
、

グ
ル
タ
ミ
ン

酸
ナ
ト
リ
ウ

ム
の
合
成
、

蛋
白
質
の
検

出
反
応
、
光

電
管
に
よ
る

溶
液
濃
度
測
定
法
、
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル

の
化
学
，
等
多
く
の
テ
ー
マ
を
熟
し
、

木
村
健
二
郎
先
生
を
始
め
と
し
た
著

名
な
先
生
方
の
講
演
も
開
き
、
文
化

祭
で
は
公
開
実
験
を
初
等
科
や
１
０

５
号
教
室
で
行
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま

す
。
１
０
４
号
室
は
昭
和
27
年
に
向

山
光
昭
先
生
の
研
究
室
に
決
ま
り
、

化
学
班
は
高
等
科
の
建
物
に
移
転
し

ま
し
た
。

【
そ
の
二
】
１
０
５
号
階
段
教
室

化
学
班
前
の
１
０
５
号
室
は
ガ
ス

の
熱
で
換
気
す
る
ド
ラ
フ
ト
付
き
の

化
学
の
授
業
中
心
の
階
段
教
室
で
し

た
。
そ
れ
故
、
一
番
後
ろ
は
天
井
に

手
が
届
く
高
さ
で
色
々
と
落
書
き
し

ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
一
人
の
友
人

の
渾
名
が｢

火
星
人｣

だ
っ
た
の
で
、

当
時
有
名
だ
っ
た
Ｓ
Ｆ
小
説｢

火
星

兵
団
（
？
）｣

の
火
星
人
の
絵
を
描

い
た
処
、
ど
う
い
う
理
由
だ
か
そ
れ

だ
け
は
消
さ
れ
ず
に
残
り
、
有
機
実

験
室
、
更
に
、
昭
和
27
年
小
林
研
究

室
に
な
っ
た
後
も
残
っ
て
居
ま
し
た
。

蛇
足
で
す
が
、
こ
の
小
説
の
中
で
ロ

ボ
ッ
ト
の
形
を
し
た
火
星
人
が
橋
の

下
を
通
る
時
、
上
か
ら
縄
を
垂
ら
し

て
吊
り
上
げ
る
場
面
の
舞
台
が｢

千

歳
橋
」
で
し
た
。
１
０
５
号
室
は
私

が
小
林
研
究
室
の
学
生
、
大
学
院
生

か
ら
助
手
を
退
職
す
る
迄
の
巣
と
な

り
、
小
林
先
生
を
囲
ん
で
の
ス
ト
ー

ブ
談
義
に
花
を
咲
か
せ
、
理
学
部
以

外
の
学
生
や
中
等
科
の
生
徒
迄
が
遊

び
に
来
た
思
い
出
の
部
屋
で
す
。

【
そ
の
三
】
工
作
工
場

私
が
理
学
部
に
居
た
時
の
工
作
工

場
で
は
、
伊
庭
さ
ん
・
濱
野
さ
ん
・

根
岸
さ
ん
に
散
々
ご
厄
介
を
お
か
け

し
ま
し
た
。
未
だ
戦
後
の
復
興
混
乱

期
で
研
究
室
の
備
品
等
も
自
作
せ
ね

ば
な
ら
ず
、
そ
れ
が
企
業
に
入
っ
た

後
も
大
変
役
に
立
ち
ま
し
た
。
そ
れ

と
は
別
に
、
当
時
の
理
学
部
名
物
の

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
は
飽
き
足
ら
ず
、

工
場
の
周
囲
に
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
を
作

り
父
の
遺
品
の
ク
ラ
ブ
を
持
ち
込
ん

で
楽
し
み
、
遂
に
は
工
場
の
屋
根
越

え
の
コ
ー
ス
を
作
っ
た
の
は
良
い
が
、

手
元
を
狂
わ
せ
て
ガ
ラ
ス
を
割
り
主

任
の
伊
庭
さ
ん
に
よ
く
叱
ら
れ
た
も

の
で
し
た
。
叱
ら
れ
役
は
專
ら
濱
野

さ
ん
で
そ
れ
を
カ
バ
ー
す
る
為
に
、

あ
ち
こ
ち
に
在
っ
た
（
？
）
板
ガ
ラ

ス
を
探
し
て
来
て
は
ス
ト
ッ
ク
し
て

置
い
た
も
の
で
し
た
。

理
学
部
同
窓
会
は
本
年
で
五
七
歳

に
な
り
ま
し
た
。
会
員
は
約
七
千
四

百
名
で
す
。
活
動
の
主
要
範
囲
は
、

一
、
会
員
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス

・
情
報
発
信
／
親
睦
な
ど

二
、
準
会
員
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス

・
就
職
支
援
／
表
彰
な
ど

三
、
理
学
部
・
桜
友
会
へ
の
協
力

・
各
種
行
事
に
参
加
／
交
流

組
織
に
は
９
つ
の
委
員
会
と
事
務

局
が
あ
り
、
運
営
の
中
心
は
常
任
幹

事
会
で
す
。
三
二
名
の
常
任
幹
事
が

事
務
局
や
複
数
の
委
員
会
な
ど
に
重

複
所
属
し
、
活
動
し
て
い
ま
す
。
常

任
幹
事
名
な
ど
は
今
号
の
桜
友
会
報

の
理
学
部
の
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

以
下
会
員
向
け
委
員
会
の
ご
紹
介
。

【
技
術
交
流
委
】
理
学
部
の
先
生
と

卒
業
生
の
講
演
会
を
運
営
し
ま
す
。

【
就
職
支
援
委
】
大
勢
の
卒
業
生
の

協
力
を
得
て
、
学
生
の
就
職
活
動
を

支
援
・
指
導
し
ま
す
。
理
学
部
の
就

職
率
の
高
さ
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

【
広
報
委
】
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
桜
友

会
報
の
記
事
を
作
成
し
ま
す
。

【
会
誌
・
名
簿
委
】
こ
の
「
想
」
を

企
画
制
作
し
ま
す
。

【
表
彰
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】
頑
張
っ
た

学
生
を
卒
業
式
で
表
彰
し
ま
す
。

皆
さ
ま
、
理
学
部
同
窓
会
の
総
会

や
技
術
交
流
会
な
ど
の
行
事
に
、
ど

う
ぞ
積
極
的
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

（
会
長

久
邇
朝
宏
）

第1号 理学部同窓会だより 平成２５年１２月１日

2

理
学
部
同
窓
会
の
現
状

手
作
り
で
行
き
届
か
な
い
点
が
多
々
有
り
ま
す
が
、

年
二
回
理
学
部
卒
業
生
の
皆
様
に
理
学
部
と
理
学
部
同

窓
会
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

題
字
の
「
想
」
は
編
集
委
員
の
一
人
鈴
木
晴
郎
さ
ん
（
昭
45
化
）
の
筆
に
よ

る
も
の
で
す
。
「
イ
ン
テ
リ
ア
ア
ー
ト
の
イ
メ
ー
ジ
で
「
想
」
を
表
現
し
て
み

ま
し
た
。
想
像
、
想
起
、
追
想
、
着
想
、
理
想
、
随
想
、
感
想
、
発
想
、
空
想

な
ど
の
熟
語
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
心
模
様
を
皆
さ
ん
に
描
い

て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
」
（
鈴
木
談
）

編
集
後
記

南
１
号
館
の
思
い
出

浅
野
三
千
秋(

昭
29
化)

特
集

ドラフトチャンバー


